
【北日本新聞社 新年小学生作品コンクール】 

＜ 詩 ＞ 金賞 西村 桃奈（５年） 

     銀賞 幾島 莉呼（５年） 

     銅賞 京塚 遥己（５年） 

     入選 森本 理沙（５年） 藤本 麻衣（５年） 

＜図画＞ 銀賞 松下かえで（５年） 

     入選 青山 花笑（４年） 西野  藍（５年） 

＜習字＞ 金賞 瀧本 快光（５年）  

     入選 佐伯 優芽（２年） 鵜飼 真平（４年）  

森川 愛子（６年） 鵜飼 心優（６年） 

＜作文＞ 金賞 高浦 圭輝（５年） 

     銀賞 久田 十三（５年） 

     銅賞 住田 華菜（３年） 森  春菜（５年） 

入選 竹内 嶺斗（５年） 溝口  葵（５年） 時山  凛（５年） 

 

 

 

 

 

 

 明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願い申し上げます。 

 昨年は、新型コロナウイルスの影響により、今まで通りのことが思うようにできない年

となりました。今年は「丑年」です。丑年は「我慢する・耐える」「これからよくなる前触

れ・芽が出る」年になると言われています。新型コロナウイルスは簡単にはなくならない

と思われますが、我慢したり工夫したりしながら、昨年より少しでも実り多い年となるよ

う願っています。 

 ところで、年末の新聞に写真のような記事が載っていました。近年、ＳＮＳやゲーム機

等の進化により、子供たちの夢は「You Tuber」や「ゲームプログラマー」が上位を占めて

いました。 

今回、新型コロナウイルスへの対応に追われ、身 

を粉にして奮闘している医師や看護師、勤務時間や 

待遇の問題から志願者が減少している教員や保育士 

等が上位にランキングされているのは、自分の興味 

よりも人の役に立ちたいという意識の変化の表れだ 

と思い、とても嬉しくなりました。 

 子供たちが自分の可能性を信じて、挑戦・努力を 

重ね、やがて夢や願いを実現してくれることを楽し 

みにしています。 
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学校だより 

“自分の可能性を信じ、挑戦・努力を続けよう” 

多数の“入賞おめでとう” 


